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〔論 文〕

中国広州市 における 「私侠局」ブームの一考察

本地人 と客家人 によるサウ ン ドスケー プの再 生

河　合　洋　尚

1.は じめ に

　中国広東省では近年、地方の音楽および劇を復興させる動きが高まっている。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

とりわけ広東省の省都である広州市およびその近隣の諸都市においては、「私
かきょく

侠 局 」 と呼 ば れ る民 間 の広 東 音 楽 団 が次 々 と組 織 され は じめて お り、 華 人 社 会

に お い て 注 目を集 め る よ うに な って い る。 筆 者 は、2005年4月 か ら2007年7月

に か け て、 広 州 市 に て歴 史 的景 観 の再 生 に ま つ わ る調 査 を した が、 そ の再 生 の

動 き に 関 す る重 要 な項 目 と して 、 「私 侠 局 」 の興 隆現 象 に着 目 した。 とい うの

も、 「私 伏 局 」 は昔 日の光 景 を 想 起 させ る音 を つ く りだ す 伝 統 的楽 団 と して 、

社 会 的 に注 目さ れつ つ あ るか らで あ る。 そ こで 、 本 稿 で は、 「サ ウ ン ドス ケ ー

プ」 の概 念 を借 用 す る こ とで、 広 州 市 に お け る 「私 侠 局 」 ブ ー ム の0端 を考 察

して い く こ とに した い。

　 サ ウ ン ドスケ ー プ(soundscape)は 、 音(sound)と 、 「眺 め」 を意 味 す る接 尾

語(-scape)と の複 合 語 で あ り、 「音 の 景 観 」 を意 味 す る。 景 観 は、 しば しば視

覚 に よ る 「眺 め」 と して理 解 さ れ る が、 これ ま で音 響 学 の諸 研 究 が示 して き た

よ う に、 視 覚 と聴 覚 と の 間 に は互 い に印 象 を 強 調 しあ う共 鳴現 象 が あ る(1)。

た とえ ば、 今 ま で 眼 に して き た景 観 の記 憶 の違 い か ら、 音 の感 じ方 が変 わ っ て

く る。 逆 に、 今 ま で耳 に して き た音 の記 憶 に応 じて、 脳 裏 に浮 か ん で くる視 覚

的 な光 景 が異 な って くる。 サ ウ ン ドス ケ ー プ とは、 か よ うな個 々 の音 の記 憶 に

よ り想 起 され る個 々 の景 観 に ほ か な らな い(2)。

　 さて、 サ ウ ン ドス ケ ー プ の概 念 を初 め て理 論 的 に提 示 した の は、 カ ナ ダ の作

曲 家 マ リー ・シ ェー フ ァー で あ っ た(3)。 彼 は 、 近 代 化 の波 に よ っ て個 々 の場
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所の記憶をともなった音、すなわち川のせせ らぎ、鳥のさえず り、教会の鐘な

どの音が消失 していくのを嘆き、それ らを保護 ・再生させる重要性を唱えた。

また、「サウンドスケープ ・デザイン」と呼ばれるプロジェク トを実施するこ

とで、個々の場所における人々の音の記憶を調査 し、ローカルの音景観を保護

するデザイン活動に着手 してきた。

　サウン ドスケープ ・デザインは、虫の音や汽笛などを題材として日本の都市

デザインにおいても採用されている。だが、筆者が専攻する社会一文化人類学

においては、サウン ドスケープの概念は0部 で批判の対象となってきた。たと

えば、著名な音楽人類学者であるスティーブン・フェル ドは、「サウンドスケー

プは、ある高められ美化された距離から聞いた音環境にすぎない」(4)と指摘

する。つまり、サウン ドスケープは、所詮は外部者によってデザインされた代

物であ り、日常の生活実践と結びついた音ではないというのである。フェル ド

はむしろ、草木のざわめきだけで天気を知 り、歌うことで地理感覚を把握する

などといった、身体化された(emb・died)音 に着 目している(5)。

　 こうした批判に反 して、シェ0フ ァー自身も早 くから 「サウン ドスケープ ・

デザインは、決して上からのデザインであってはならず、む しろ内からのデザ

インでなければならない」(6)と述べてきていた。 しかしなが ら、サウンドス

ケープ ・デザインが 「デザイン」という性質を備えている以上、とりわけ世界

各国の政策で実際に採用される場合には、政治経済的目的に利用される対象と

容易になりうる。

　経済地理学者であるデヴィ ド・ハーヴェイは、後期資本主義の経済体制が、

いかに各都市の 「特色」 をグローバルに醸成 してきたかについて指摘 してい

る(7)。同様の状況は、市場経済化の道を1992年 か ら歩み始めた広州市におい

ても認められる。広州市では近年、歴史的景観の再生を図ることで、都市の

「特色」を積極的に醸成 しようとしている。すなわち、 自然や建築 といった物

理的環境のみならず、広州市の 「古き良き」生活様式、民俗活動および音環境

を再生することで都市間の競争に打ち克つための 「特色」を出そうとしてきた。

　本稿では、もともと 「内からの」デザインとして提起されたサウンドスケー

プが、いかに非西洋社会において都市の諸政策に逆利用されているかが示され
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る。ただ し、広州市は 「私侠局」を都市建設や華僑政策のための 「資本」 とし

て用いてこそきたが、その市民は、後に論 じるように 「私侠局」をポ リティク

スの道具としてのみ扱ってきたわけではない。本稿は、彼/彼 女たちが自らの

目的をもって主体的に 「私侠局」の活動にとりくんできた側面にも着 目して考

察することにしたい。

2.広 州市における 「私侠局」の興隆と政治経済的背景

(1)珠 江デルタにおける 「私秋局」の興隆

　本節では、広州市において 「私侠局」が興隆してきたプロセスの社会的背景

について言及するが、その前に 「私侠局」とは何であるのかについて触れてお

きたい。

　 「私侠局」を広東語 の語義通 りに訳すならば、個人(私)で 仲間(侠)を つ

くって広東音楽を演奏す るグループ(局)の ことになる。つまり 「私秋局」 と

は、民間で自発的に組織される広東音楽の楽団を意味する。また、「私侠局」

では、広東音楽の演奏の他に、広東音楽に合わせて踊 る広東劇が催されること

も少な くない。ただ し、その本来の意味において、「私侠局」はあ くまで も広

東音楽の演奏や歌唱をベースとしている(8)。

　メディア界および学術界における大方の認識によると、「私侠局」の源流は
とうろうきょく

「灯 篭 局 」 に まで 遡 る こ と が で き る(9)。 「灯 篭 曲 」 の 呼 称 は、 広 州 市 と そ の近

隣 都 市 にて 富 裕 層 が 広 東 音 楽 の 芸 人 を 雇 って 自宅 で 演 奏 させ る た め、 門 に灯 篭

を 掲 げて 開局 を知 らせ て い た こ とに 由 来 す る。 だ が、 「灯 篭 曲」 は あ くまで 雇

用 の うえ で 組 織 され た 楽 団 で あ り、 ま た 対 外 的 に 開放 され て は い な か った。 そ

れ に対 して 「私 侠 局 」 は、 第0に 、 仲 間 内で 自発 的 に(つ ま り自分た ちで金 を出

し合 って)組 織 して い る こ と、 第 二 に、 対 外 的 に 開放 さ れ て い る(つ ま り誰 で も

参加で きる)こ と、 の2点 に お い て 「灯 篭 曲」 とは 異 な る と さ れ る。 官 方 の見

解 に よ る と、 こ う した 「私AJ　1局」 は 民 国 期 に流 行 し、 と りわ け富 裕 層 の子 弟 の

間 で 流 行 した 。 後 に、1966年 か ら始 ま っ た 文 化 大 革 命 に よ り禁 止 さ れ た が 、

1978年 に 改 革 ・開 放 政 策 が は じま る と と もに 再興 しは じめ た とい う(10)。

　 さて 、 か よ うな 「私 侠 局」 は 改革 ・開 放 後 、 い か に広 ま って い った の で あ ろ
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か。先学の研究に基づくと、「私侠局」が興隆 しはじめたのは1990年 代であり、

広州市とその近隣諸都市を中心 に展開 していった(11)。広州市 とその近隣諸都

市の一帯は、珠江と呼ばれる河川の三角州地帯に位置するので、俗に 「珠江デ

ルタ」 と呼ばれている。図1か ら0目 瞭然であるように、珠江デルタには、広

州市だけではなく、香港とマカオの両特別行政区および、深別市、東莞市、佛

山市など、中国でも有数の経済力を誇る諸都市がひしめいている。この地帯は、

上海一帯の長江デルタと並んで中国でも有数の経済圏 として知 られてお り、

1990年 代には 「世界の工場」として名を馳せてきた。それゆえ、珠江デルタに

おける近年の 「私侠局」の興隆は、そのような経済力の向上 と結びつけて説明

されることが しばしばあった。つまり、経済的な向上が 「私伏局」 という文化

的豊かさをもたらしたという、唯物論的な論理が数名の中国人学者 によって展

開されてきたのである(12)。

　こうした唯物論的な見解が果た してどこまで有効であるかは後の考察に譲 る

として、特に1990年 以降の珠江デルタでは、「私侠局」の数が確iかに飛躍的に
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図1　 広東省および珠 江デルタの地 図
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伸 び た よ うで あ る。 た と え ば、 統 計 デ ー タ ー に基 づ くと、 広 州 市 番 禺 区 で は、

1996年 に 「私侠 局 」 は20楽 団 しか存 在 して い なか っ た。 だ が 、2000年 にな る と

3.5倍 の70楽 団 に増 え て い る。 な か で も、 番 禺 区 の0画 に あ る鐘 村 鎮 に お い て

は、1990年 代 後 半 の ご く短 期 間 の う ち に、1つ しか なか った 楽 団 が10以 上 に ま

で増 大 して い る(13)。

　 ま た 、 広 東 音 楽 の専 門誌 で あ る 『南 国紅 豆 』 誌(2005年)に よれ ば、 中 国 国

内(香 港、 マカオ、台湾 を除 く)に は1450か ら1600の 楽 団 が 存 在 す る よ う にな っ

て い るが 、 そ の う ち8割 以 上 は珠 江 デ ル タ に あ る9つ の都 市(す なわ ち、広 州

市、 深劫1市、珠海市 、佛 山市、 中山市、東 莞市 、江門市、肇 慶市、恵州市)に よ って

占 め られ て い る。 さ らに、 同誌 の お お まか な統 計 に基 いて 言 え ば 、 香 港 に150、

マ カ オ に90、 台 湾 に15、 ア メ リカ に100以 上 、 カ ナ ダ に約100、 シ ンガ ポー ル に

100以 上 、 イ ン ドネ シア に30～40、 マ レー シア に70～80、 ベ トナ ム に100の 「私

侠 局 」 が 結 成 され て い る('4)。この よ う に して 見 る と、 中 国 の 「私 侠 局 」 は 珠

江 デ ル タ を 中心 と した比 較 的 狭 い範 囲 に集 中 して は い るが 、 同 時 に世 界 の 華人

社 会 に お い て少 な か らず 注 目 を浴 び て い る もので あ る こ とが 分 か る。

(2)広 州市における 「私4k局 」の復興

　では、本稿の調査対象である広州市における 「私秋局」興隆の度合いとその

政治経済的背景について見ていくとしよう。

　すでに述べたように、広州市は中国広東省の省都であり、2006年 末の統計に

基づけば、戸籍人口は760.72万人である(15)。図2に 示 されているように、広州

市は、市の中心である越秀区をはじめ、東山区、茘湾区、芳村区、海珠区、黄

哺区、白雲区、天河区、花都区、そ して番禺区の10区 に分かれている⑯。そ

のなかで、2000年 もの長期間にわたって城の所在地であり続けた越秀区、およ

び東山区、茘湾区、海珠区は、歴史的に広州市の中心部として機能 してきてお

り、俗に 「四老城区」と呼ばれている。

　さて、先 に取 り上げた2005年 の 『南国紅豆』誌によ ると、広州市における

「私侠局」の数 は総計して280楽 団であり、全中国のおよそ5分 の1を 占める。

そのうち、広州市でも特に、広東音楽および 「私侠局」が盛んであると公的に
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図2　 広州市地図と茘湾区の位置

みなされているのは、番

禺区と茘湾区である。前

者は、統計に基づけば最

多の80楽 団が存在すると

され(17)、特に区内の鐘

村鎮と沙湾鎮は 「私侠局」

の興隆地として名高い。

鐘村鎮は先に見たように

1990年 代以降 「私ﾁJ　/局」

が飛躍的に増えたため、

「鐘村現象」 として脚光

を浴びた町である(18)。

また、沙湾鎮は、何家三

兄弟をはじめとする数々

の広東音楽の大師を生み

出 してきた町であ り、

1998年 には広東省政府よ

り 「広東音楽の故郷」なる称号を授かったことで知られる(19)。

　他方で、後者は、茘湾区政府が公式に出 している数値に基づけば32楽 団であ

る。『南国紅豆』誌の数値では、四老城区および芳村区、黄塘区、白雲区、天

河区における 「私秋局」の総数は160楽 団であるというから、数としてはそれ

ほど多 くはない。 しかしながら、茘湾区は 「中国曲芸の故郷」なる称号を国家

より与えられていることからも分かるように、広東音楽の中心地 としての権威

をもっている。また、いくつかの面で茘湾区は、広州市ひいては珠江デルタに

おける 「私侠局」ブームの先導役となってきた。

　第一に、茘湾区では、区政府が早い段階から 「私秋局」の価値に目をつけ、

政府 レベルでこれを促進 してきた。1986年 より区政府の主導で 「私侠局」の交

流試合を毎年主催 してきただけでなく、その後、区内に広東音楽の学校をいく

つ も建設 してきた。そこでは、高齢者 ・退職者向けの娯楽班から、子供向けの
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トレーニ ング班 まで幅広 く広東音楽が学べるようになっている(20)。同種の交

流試合は1989年 より広州市 レベルで開催されるようになった。

　第二に、「私侠 局」の名称そのものが茘湾区にて誕生 したという。すでに述

べた通 り、公的な見解では、「私侠局」 は少なくとも民国期にはすでに存在 し

ていた。 しか し、ある学者が主張するに、「私伏局」 という語は、茘湾区政府

が1985年 に広東音楽のコンサー トをおこなったとき、記者たちがはじめて名づ

けたことに始まるという(21)。確かに筆者 もまた、調査の過程で 「私侠局」 と

いう言葉があまりにも現地のお年寄 りに通 じないので、「民間の楽団」など別

の表現に置き換えて聞きとりをおこなっていた。言葉のうえで 「私侠局」 とい

う語が普及 し始めたのは、 このようにごく最近のことであると考えられる。換

言すれば、「私侠局」 という名称ではじまった広東音楽復興のブームは、茘湾

区を先導役としてきたと想定できる。

　では、そのような茘湾区で、なぜ 「私侠局」が重視され、また興隆 しはじめ

たのだろうか。その原因について、茘湾区の政治経済的情勢を、歴史的景観再

生の諸政策の観点から探 っていくことにしよう。

(3)茘 湾区における都市景観計画 と音楽言説の生産

　茘湾区は、図2か らも明らかであるように、広州市の都心部に位置する。こ

こは、旧広州城(図2の 越秀区とおおよそ範囲が一致する)の 西門外に位置 してい

たので、「西関」という俗称で親 しまれてきた。西は、清代に 「中国四大名鎮」

と呼ばれた佛山市 と境を接 している。

　茘湾区が中国史において注 目を集めるようになったのは、清代中頃の乾隆帝

期である。1757年11月 、乾隆帝は海禁政策を実施 し、海外と交易できる港口を

広州市のみとした。そして、交易の地 として選ばれたのが城の西側に位置する

西関地区であった。西関地区はその後、民国期に至るまで海外取引の唯一の窓

口として栄え、西関は商業の町として豊かな地区であり続 けた という(22)。民

国期には高級茶館や西関屋敷 と呼ばれる豪邸が立ち並び、政治家の主な居住地

であった東山区0帯 とともに、広州市のなかで も、とりわけ富裕な地区として

知 られるようになっていた。
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　 さて、民国期にはかように繁栄を続けてきた西関地区であったが、1940年 代

に入 ると日本軍の侵略および共産党政権による土地改革を通 して、広州市のな

かでも特に経済的に秀でた地域ではなくなった。1979年 の改革 ・開放政策以降、

茘湾区となった西関地区は商人の町 としての性格を取 り戻 したが、越秀区や東

山区、および新興の天河区に経済力の面で及ばなくなっている。それゆえ、茘

湾区は1990年 代中葉より、「文化」を前面に押 し出すことで都市における競争

に打 ち勝つ政策を推進 してきた(23)。つま り、かつて裕福であった文化的諸要

素を 「西関文化」として保存、再生させる政策をここ10年余 りの間、実施する

ようになっている。そのなかで特に注目できるのは、茘湾区の 「特色」 として

考え られている建築環境および自然環境を保存 ・再生 し、同時にそれらと密接

に関係する生活様式、民俗活動の再生を図ってきたことである。 これは、ユネ

スコが提示 した定義に基づ くと、文化的景観の再生の動向であると言えるだろ

う。

　かような文化的景観再生の政策において、音の景観の再生 もまたその一環 と

して含まれてきたことは興味深い。すでに見てきたように、民国期の茘湾区一

帯(西 関地区)は 東山区一帯(東 山地区)と ともに富裕な地区として知 られ、 こ

れらの地区では茶館や屋敷などで広東音楽の演奏が盛んであったといわれる。

こうした広東音楽の音を伴った当時の西関地区の文化的景観をめ ぐる描写は、

書籍やメディアにおいて も表象 され続けている(24)。同時に、民間においても、

「西関は広東音楽の栄えてきた地区である」 という言説が、現在、広がるよう

になっている。今では、かつての西関地区の広東音楽をめ ぐる景観は、広州市

の政府や学者たちが表象 しているだけでな く、少なからずの市民の記憶に刻ま

れて もいる。茘湾区を広東音楽の中心地とみなす言説はまた、「広東音楽の故

郷」なる称号を1998年 に国家より授与されたことで、権威づけをされている。

3.西 関社区における 「私侠局」の組織と活動

(1)西 関社区における 「私イ火局」の組織化

　さて、本稿では茘湾区に属す西関社区(仮 称)を 具体例にとりつつ、「私侠

局」がいかに興隆 していったのかについて検討 してみよう。
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　 目下、約760万 人の人口を抱える広州市にあって、茘湾区の人口は約50万 人

である(25)。茘湾区はその下部に14の 「街道 」(区の直轄にある政治単位)を かか

えてお り、「街道」はさらに 「社区」 と呼ばれる生活共同体を管理 している。

広州市における 「社区」の人口はおよそ5,000名 であるが、西関社区もその例

外ではない。また、茘湾区および西関社区は高齢者人口の割合が特に高 く、区

政府にとって、こうした高齢化問題は解決を要する問題となっている。

　茘湾区政府はこうした訳で、高齢者問題の0端 を解決することも兼ね、西関

社区にて 「私侠局」の演奏を積極的に推進 してきた。少な くとも珠江デルタに

おける一般的な傾向として、広東音楽は、60歳 以上の高齢者もしくは40歳 以上

の中年層が好む対象となっている。40歳 未満の青年層、少年層はむしろ香港や

台湾に発する流行音楽を好んでお り、広東音楽を退屈なものと捉えている。西

関社区において筆者が青年層からよく聞いた話によると、「広東音楽はリズム

が遅 く、また1曲 の演奏時間が30分以上と長いので退屈である」とのことであっ

た。だが、幼少期より広東音楽に慣れ親 しんできた高齢者層にとっては特に、

幼少期の記憶を懐か しむメロディでもある。それゆえ、高齢者への娯楽提供 と

いう建前のもと、政府は 「私秋局」の推進を通して過去の記憶の再生を試みて

いる。かつて茘湾区政府の関係者が述べていたように、 こうした文化的景観の

再生は、ナショナ リズムを高揚し、また華僑の投資を招く手段 ともなりうるか

らである(26)。

　西関社区では、高齢者層を主なターゲットとした 「私侠局」が、2つ の地点

で推進されている。1つ は、Uク ラブ(仮 称)と 呼ばれる高齢者福祉施設であ

る。 これは1998年 に香港Uク ラブが区政府 と提携 して西関社区に構えた施設で

あ り、西関社区を中心として300人 以上の会員を抱えている。 もう1つ は、西

関社区の文化センターであり、 ここで4つ の 「私侠局」が結成されている。文

化センターでは、社区の高齢者に娯楽を提供する名 目で1990年 代中葉より広東

音楽のプログラムを取 り入れ、演奏者たちに会場を無料で提供してきた。目下、

これら4つ の 「私侠局」により広東音楽(お よび広東劇)の 演奏がほぼ週5日

催されており、西関社区および周辺の社区に居住する高齢者たちに娯楽を提供

している。文化センターでは、広東音楽以外にも、書画、体操などのプログラ
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写真1　 文化セ ンターにおける 「私侠局」

　　　　の観客

ムが提供されているが、なかでも広東

音楽は最 も高齢者の人気を集めている

プログラムである。写真1に 見るよう

に、演奏の際には、毎回、中高齢者た

ちで満席になる。

　 Uク ラブにおける 「私侠局」の考察

は別稿に譲るとして、本稿では文化セ

ンターにおける 「私侠局」についてみ

てい くことにしよう。すでに述べたように、文化センターにおいては4つ の

「私侠局」が結成されているが、それぞれをα楽団、β楽団、 γ楽団、Ω楽団

と呼ぶことにする。筆者の調査に基づくと、 α楽団とβ楽団は茘湾区育ちの本

地人によって創始されており、いずれも文化センターにて参加する以前に楽団

を結成 している。それに比 して、 γ楽団は広東省梅州市生まれの客家人によっ

て、近年になって組織された。その他、Ω楽団は 「河星楽社」と呼ばれる茘湾

区政府直轄の楽団の一派であった(27)。筆者は、Ω楽団以外の3つ の楽団につ

いて、「私侠局」組織の動機、過程、および結成以来の活動内容に関してイン

タビューと観察を実施することができた。次に、 α楽団とγ楽団の例をとりあ

げ、その詳細を紹介する。

(2)α 楽団　　西関本地人による 「私秋局」の組織と活動

　 α楽団は、1959年 に茘湾区にて成立 した。創始者であるA氏 はシンガポール

か らの帰国華僑であったが、少年期を蕩湾区にて過ごした。A氏 は大学時代に

広東音楽のバ ンドを結成 した後、音楽の道に進み、1959年 には仲間と金を出し

合って自宅で楽団を結成 した。A楽 団は結成後、数名の仲間とともに余暇とし

て演奏を楽 しんできたが、文化大革命の波にさらされて一度は中止することに

なった。

　 A氏 は、改革 ・開放政策が始まるや否や、すぐに仲間を集めてバンドを再結

成 した。だが、文化大革命の波乱が収まったばかりで経済的に余裕がなく、楽

団の規模は大きくはなかった。1980年 代のA楽 団の写真をいくつか拝見 し話を
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伺 うと、楽団員は当時10名程度であったと述べた。また、A氏 の住む西関屋敷

で日頃から仲間内と演奏をしていた他、春節の時などの祝賀時にも、特別に演

奏がなされてきたという。

　ある楽団員であるB氏(女 性、60歳代)が 筆者に語 った ところによると、1980

年代のα楽団は居民委員会(現 在の社区政府とおおよそ一致する)と0定 の連絡

はあったようだが、記録を見る限 りにおいて特に政府のために作詞 ・作曲 ・演

奏をしてきたわけではない。非凡な音楽的才能をもつA氏 を中心として、あ く

まで広東音楽の演奏を楽 しみ、また レベルを向上させることに主な目的がおか

れてきたという。 α楽団は茘湾区の 「私.i!　/局」のなかでも屈指の実力を誇る楽

団となっており、同楽団は、かつてプロの音楽家を3名 輩出 した。

　さて、外部か ら観察する限 りにおいて、こうしたα楽団の活動内容に明らか

に変化がみられるのが1990年 代の中葉である。1990年 代の中葉と言えば、ちょ

うど市場経済化政策(1992年)が 採択された直後であり、またすでに見てきた

ように茘湾区政府が都市の 「特色」を醸成するために、文化政策を推進 しはじ

めた時期である。 この頃、西関社区の文化センターは、 「私侠局」 の諸楽団に

無料で活動の場所を提供するようにな り、文化センターにおける 「私ﾁJ　1局」の

奨励をなすようになった。茘湾区のような土地価格の高い都心部であると、広

東音楽を演奏する場所を借用する費用だけでも馬鹿にはならない。楽器を揃え

るだけでも高額の資金が必要であるので、都市における場所代の無料提供はそ

れだけで も、少なからずの楽団を集める魅力をつ くりうる。 α楽団の場合、A

氏の西関屋敷が都市改造の過程で取 り壊 されたため、活動の場所を確保するの

に苦労 してきた。そういう訳で、α楽団は1997年 より、文化センターにて活動

をはじめるようになったのである。

　2002年 に書かれたα楽団の手記を見ると、 α楽団は、文化センターにて演奏

をはじめた1990年 代後半あたりから、区政府の主催する数多くの政治キャンペー

ンに参与 しはじめている。その代表的なキャンペーン活動は、たとえば、共産

党建設80周 記念での演出、徴兵宣伝活動での演出、計画出産活動での演出、緑

化推進運動での演出、全国身体障害者デーでの演出、慈善会成立を祝う演出、

西関歩行者天国の開通式における街頭演出である。また、深坦市など、外地に
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出かけて演奏をおこなうこともあった。 同手記によると、「街頭演説では毎回

100名 を超える観衆がいた。 また、劇場での演出では数百名を超える観衆がい

た。文化センターでは毎週、2度 演出 し、観衆は毎回100名 を超えている。総

じて言えば、数万人のために演出してきた」 という。その他、α楽団は香港 ・

マカオの同胞や海外華僑が訪れるごとに、演出活動をおこなってきた。文化セ

ンターのスタッフも認めていたように、彼 らの演奏は今や、社区と華僑を結び

つける、重要なパイプ役 となっている。

　 こうして見ると、 α楽団の活動内容は1990年 代中葉より区政府の政治経済的

欲求に足並みをそろえて展開している、といえなくもない。だが、その反面、

筆者が調査の過程で常に気にかかってきたのは、以上の明らかな変化があるに

もかかわらず、 α楽団成立の初期より参与 している楽団員たちが、「自分たち

のやっていることは昔 と何の変 りもない」 と主張していたことである。 この矛

盾 とも受け止めることができる発言は、何に起因しているのであろうか。

　上記の発言のなかで、 とりわけ興味深いのは、彼/彼 女らが区政府の要求に

従 っておこなっている街頭演出などの政治キ ャンペーンを、「任務」 という言

葉で括っていることである。すなわち、政治キャンペーンは、時代の要請に従っ

て足並みをそろえているだけで、それを、「われわれのやり方」 とは異なると

みなしているのである。 α楽団の中心メンバーは、金銭面の事情などから組織

を維持するために、政治キャンペーンに参加することが必要であると考えてい

る。 しかし、それは彼/彼 女 らにとっては 「ニセモノ」の演奏であり、真なる

演奏とは、かけ離れたものと認識 している。

　このことは時として楽器の使い方に表れている。筆者がα楽団において気づ

いたのは、彼/彼 女 らが使 っている楽器が、必ずしもわれわれが想像する伝統

的な広東音楽のそれではなかったということである。2007年 の時点で観察でき

る限りにおいて、 α楽団は、電子 ピアノや トロンボーンなどの西洋楽器を導入

して演奏をしてきている。だが、街頭での演奏の際には、できるだけ一般的に

イメージされる広東音楽を演出するため、伝統楽器が多用されている。このこ

とにいてB氏 は、次のように解説する。「私たちの楽団の目的は、あくまで広

東音楽を個人の余興 として楽 しむことです。かつて仲間内で演奏 してきたとき、
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西洋楽器を取 り入れた方が、より味わい深い音色が出ることに気づ くようにな

りました。そこで常に西洋楽器を導入 しつつ、 自分たちの音をつ くりだしてき

ました。時代 に合わせて自分たちのやり方を変えていくのは当然のことです。

私たちが仲間内でおこなってきた 『私侠局』とはこのようなものなのです」(28)

と。

　 ここで注目すべき点は2つ ある。第1に 、「自分たちのやり方を時代に合わ

せて変えるのはむしろ自然なこと」であると考えられており、それはいくら政

策的な要求によって引き起こされたとしても、過去のや り方の断絶にはつなが

らないということである。第2に 、そうした個々人が室内で余興として広東音

楽を楽 しむのが 「私伏局」であり、それは街頭で演出される政治キ ャンペー ン

とは明確 に区別されている。すでに見てきたように、「私伏局」 という言葉自

体が近年になって政治的につ くりだされた概念である。 しか し、α楽団では、

それを、昔ながらのや り方を続ける楽団と理解 してお り、政治的な 「任務」と

対比 しているのである。

(3)γ 楽団　　客家人による 「私イ火局」の組織と活動

　 α楽団が1959年 に結成されていたことと比べると、 γ楽団の結成は最近のこ

とである。 γ楽団は、東山区に住むC氏(女 性、50歳代)に よって2000年 に結

成された。C氏 は広東省東部の山岳地帯に位置する梅州市梅県に生まれ、1歳

の時に広州市にやってきた。2007年5月24日 にC氏 にインタビューした際、彼

女は、生い立ちからγ楽団の結成に至るまでの半生について筆者に以下のよう

に語った。

　私は梅県で生まれた生粋の客家人(29)です。 しか し、梅県は男尊女卑の

社会ですので、私の両親は女児の誕生を喜びませんでした。ですので、私

は1歳 の時に広州市白雲区の村に養子に出されました。義父母はあまり良

い人ではな く、私は子供の頃からずっと村の工場で働かされていました。

ようや く学校に通えるようになったのは10歳 の時です。私は小学校で4年

間勉強してから14歳の時に村の中学校に入学 し、広東音楽を習い始めまし
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た。 しか し、中学校に入ってから3年 後に文化大革命が起きたので、私は

広東音楽の勉強を諦あざるをえませんで した。それから私は40歳過ぎまで

工場労働に従事 してきました。 しかし、私はずっと広東音楽が忘れられず、

退職後、茘湾区の音楽学校で再び広東音楽を学びはじめました。10年 ほど

前のことです。その後、私は7年 前に γ楽団を結成しましたが、それまで

にい くつかの困難がありま した。まず、最初に私は、私の住宅がある東山

区で楽団をつくろうと思 っていたのですが、楽団を共につくれる仲間が見

つかりませんでした。また、東山区の社区にも広東音楽を演奏する場所を

提供 して欲しいと頼んだのですが断られました。そうこうしているうちに、

私は、茘湾区には広東音楽の愛好者が多いと聞き、また西関社区が無料で

活動の場所を提供 してくれたので、茘湾区の音楽学校の仲間を中心として

γ楽団を結成しました。今では私たちは、西関社区の文化センターの他に、

茘湾区の別の社区でも活動をおこなっています。

　以上のC氏 の話のなかには注 目すべき点が2つ ある。第1は 、彼女がまず東

山区にて 「私秋局」を結成 しようとしたことである。すでに述べたように、東

山区は茘湾区と同様に民国期には富裕層が住むところとして知 られ、広東音楽

も流行 していた。とりわけ、富裕層が集住 していた東山区の西部では民国期よ

り広東音楽に触れてきた高齢者層 も少なくはなかった。また、彼 らが路上や公

園で広東音楽の演奏をしている姿は今でも見かけることができる。だが、東山

区は現在、広東音楽を積極的に推進 してはおらず、それゆえ活動場所の提供 も

しくは音楽学校の設立を、さして重視はしていない。加えて、東山区の東部は

改革 ・開放後に開発されたニュータウンであり、広州市の内外か ら集まった外

来者が主に居住 している。それゆえ、ここでは社区の文化活動として広東音楽

がとりあげられることも少なく、広東音楽の仲間を探すことも困難となってい

る。このように、東山区は改革 ・開放政策以降、広東音楽愛好者を引きつける

磁力をますます弱あているのである。C氏 は東山区のなかでも東部の居住者で

あり、ここで広東音楽の仲間も社区の協力 も得 られなかった事実は、彼女の目

を外に向かわせる結果を招いている。
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　第2に 注 目されるのは、C氏 が茘湾区にて γ楽団を結成 した理由として 「茘

湾区には広東音楽の愛好者が多い」 という言説を耳にし、それを真に受けてい

たということである。前節の説明を繰 り返す ことになるが、茘湾区は政府が

「私秋局」の名を用いて広東音楽を推奨してきただけではなく、「広東音楽の故

郷」 としての宣伝をなしてきた。 この言説は、茘湾区を超えて広州市の、少な

くとも四老城区の民間には流布 しており、C氏 を茘湾区に向かわせる磁力とも

なっている。また、広東音楽の学校 も茘湾区に多 く建て られているので、この

区には近年、広東音楽の愛好者が多 く集まるようになっている。実際、 γ楽団

は広東音楽校時代の仲間を中心 として結成されているが、20名 ほどの成員のう

ち、約半数が茘湾区の外からの出身者で占められている(30)。

　 さて、上記のような動機 とプロセスを経て結成された後、 γ楽団はどのよう

に活動を展開してきたのだろうか。2000年 に結成されて以来の γ楽団の活動記

録を見ると、 α楽団と同様に、西関社区の文化センターなどで 日頃演奏 してい

る以外に、政治キャンペーンでの演出にも参与 している。具体的には、慈善会

における演出や養老院への訪問、そして香港 ・マカオの同胞および華僑との交

流を目的とした演出などである。 とりわけ、 γ楽団は、香港 ・マカオの同胞と

交流する架 け橋 となっており、筆者が把握する限りにおいて、2006年 におこな

われた交流活動は15～16回 にもなる。その他、 γ楽団は政府の要求に応えるだ

けではな く、デパー トのイベントに招かれて演奏することもある。

　 γ楽団がα楽団と異なるところは、C氏 をはじめとする成員が政治キャンペー

ンへの参加を 「任務」と考えておらず、それゆえ 「自らの演奏」と 「外の演出」

とを使い分けていないことにある。彼女 らは、政治キャンペーンにて街頭演出

写 真3　 文化 センターにおける演奏

することは、むしろ多 くの者に演奏を

聴いてもらえる良い機会だと考えてお

り、 α楽団のように楽器の使い分けも

していない。また、デパー トのイベ ン

トにも積極的に演出しにいき、収入を

得ている。

　 このように見ると、 γ楽団は商業化
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された 「私侠局」のひとつのモデルのようにみえるか もしれないが、C氏 はγ

楽団を、あ くまで も商業化 された広東音楽の楽団と区別 している。「私侠局」

とは、C氏 によると、あくまで自分で資金を集めて仲間内で開 く広東音楽の楽

団である。それゆえ、 γ楽団では、楽器と衣装を自分で購入するのは勤めだと

考えている。広東音楽では、楽器 はもとより、それに見合 った衣装(写 真3に

て左手の人物が纏っているそれ)を 買い揃えるのにも高額の資金を必要とする。

この種の衣装は、高いものは1万 元(日 本円で15万円相当)以 上するといわれる。

γ楽団では、初めは手縫いの衣装で代替 していたが、街頭演出などを通 して得

られた資金を使 って徐々に自分たちで質の高い衣装を買い揃えるようになった

という。こうした訳で、 γ楽団は、 自分で衣装も楽器 も買わないのに 「私侠局」

の名を用いる広東音楽の名を使う楽団やコンテス トに、強い反感の気持ちをもっ

ている(31)。

4.比 較と考察　　言説と 〈場〉の磁力

　本稿ではこれまで、広州市を中心 とする 「私伏局」興隆の現象をみてきた。

これ らの諸現象より明 らかであるのは、少なくとも広州市の 「私?局 」ブーム

においては政治経済的な力が重要な作用をなしてきたということである。

　ただ し、ここで注意 したいのは、政治経済的な影響力を 「私侠局」ブームの

原因として絶対視することはできないということである。たとえば、経済力お

よびそれに伴 う生活水準の向上について、中国の学者たちは、生活水準(下 部

構造)が 高まるほど 「私侠局」 という高級文化(上 部構造)が 興隆するという

唯物史観的な論理を打ち出 してきた。確かに 「私秋局」の活動をおこなうため

には楽器代、衣装代、場所代を含む多額の資金が必要になって くるため、経済

力および生活水準の向上は 「私侠局」の活動に欠かせない。 しか し、それでは

なぜ広州市において、嘉湾区よりも経済力のある東山区や天河区にて 「私侠局」

がそれほど着目されていないのだろうか(32)。なぜ嘉湾区において 「私侠局」

が結成 されはじめているのだろうか。経済力および生活水準の向上だけでは、

それを説明できない。

　広州市の事例において、経済成長よ りもむ しろ重要なのは、都市景観再生の
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政策をはじめとする政策的側面である。 α楽団にしてもγ楽団にしても、過去

の景観イメージを高齢者層や同胞 ・華僑に想起させようとする政治キャンペー

ンに、介入するよう促 されていた。今や西関社区において 「私伏局」は、ただ

広東音楽を演奏する団体ではなく、景観政策において用いられる 「資本」となっ

ている。さらに、嘉湾区における 「私侠局」の興隆は、同区を広東音楽の中心

地 とする言説 と相乗 して、外地の広東音楽愛好者を引きつける磁場を形成 して

いる。西関社区のような地域共同体のレベルから 「私伏局」の興隆を捉える場

合、こうした言説 ともなった磁場の力は決 して見逃すことができない。

　フランスの人類学者であるジェラール ・アルタブは、人びとが対話を通 して

築き上げる社会空間に着目している㈹。 この社会空間を仮 に 〈場〉と呼ぶと

すると、〈場〉には特定の望ましさを兼ね備えた意味が付与されている。 この

概念を西関社区の事例において用いるならば、嘉湾区のあちこちには 「広東音

楽の故郷」としての意味が付された 〈場〉が存在 している。そこは広東音楽が

かつて民間にて流行 していた景観を想起させる 〈場〉であり、そして、「私秋

局」は民間で資金を出し合って金を出し合う 〈場〉であるという意味が、景観

政策を通 して形成されているのである。そ して広東音楽の愛好者は、かような

意味を伴った言説を聞きつけることで、この 〈場〉に参入しはじめている。

　 しか し、他方で注 目に値す るのは、 同 じ西関社区に属 していて も、 この

〈場〉に参入 しようとしない者たちが存在することである。 これまで西関社区

における 「私侠局」の結成について紹介 してきたが、5,000人 前後の人口を抱

える西関社区において、広東音楽の演奏者もしくは聴衆となるのは、一部の市

民層に限られている。一言で西関社区と言っても、そのなかには年齢、職業、

出自の異なった者がさまざまに存在 してお り、とりわけ西関社区内部には、市

民と村民という集団に大きく二分されている。前者 は多数派であり、主に1949

年の中華人民共和国の成立以降に西関社区に来た層である。また、後者は少数

派であり、1949年 以前は農耕や商売を営んだ土着層である。そのうち、民国期

に広東音楽に参与してきたのは市民側であり、村民側はさして参与 してこなかっ

たといわれる。

　筆者が フィール ドワー クを通 して気づいたのは、市民 と村民は慣習的な
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〈場〉を同時に構築にきており、また、それぞれの 〈場〉のあり方に違いがみ

られるということである。たとえば、一部の市民の間で築かれる 〈場〉におい

ては、民国期に広東音楽が流行 し、幼い頃からそれを耳 にしてきたという語 り

がしばしばなされる。それゆえ、区政府が提示する 「広東音楽の故郷」なる言

説を相対的に素直に受け入れることができ、それは 「私侠局」の結成や誘致に

有利にはたらく結果となっている。だが、他方で村民側 が築きあげる 〈場〉に

おいては、広東音楽および 「私伏局」は自らと関係ない ものとして忌避されて

いる。村民たちの 〈場〉ではしばしば、次のような語 りがなされる。「西関社

区には文塔 と呼ばれる筆の形をした塔があり、住民の文才を操ることができる。

文塔の上手にいる住む市民たちは、文化があるので広東音楽を演奏することが

できる。 しか し、私たちは文塔の下手に住んでいるか ら、広東音楽とは縁がな

いのだよ」(34)と。 こうした村民側の 〈場〉におけるコ ミュニケーション様式

は、市民 とは異な り、「私秋局」の演奏者 もしくは聴衆になる妨げとなってい

る。事実、西関社区の文化センターには、演奏者としてであれ聴衆としてであ

れ、村民の姿を見かけることはほとんどない。 というのも、〈場〉が異なる、

すなわち 〈場違い〉になると村民たちによって考えられているからである。

　言 うまでもなく、村民 と市民とは同じ社区共同体 に属 しているので、政策的

な基盤を共に している(35)。だが、西関社区の村民 と市民の比較を通 して言え

ることは、たとえ政策的な基盤を共有 していようとも、各々の 〈場〉において

歴史的に形成 されてきたコミュニケーション様式に応 じて、広東音楽がいかに

受け止められるか、また 「私侠局」にいかに参与す るかが異なってくるという

ことである。換言すれば、「私侠局」ブームの重要な原因として確かに政治経

済的影響力は重要な作用をもっているが、他方で、より ミクロな次元において

各々の 〈場〉が、それをいかに理解 し受容するかが核心的な問題となってくる。

　 〈場〉の意味に応 じた政治言説の理解 ・受容 という問題設定は、本稿で取 り

あげてきたα楽団とγ楽団についても妥当す る。すでに見てきたように、 α楽

団は、1990年 代中葉より政治キャンペーンに参与 しはじめているが、他方で自

分たちの属する 〈場〉のコミュニケーション様式に合わせて、自己の 「私伏局」

を追求 し続けている。それゆえ、政治キャンペーンに合わせて活動をおこなっ
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てはいるものの、それを 〈ニセ〉の演出として自己のや り方と区別 している。

たとえば、 この 〈場〉においては、 しばしば 「私侠局は民国期に結成されたと

メディアは報道 しているが、あれは嘘だ」と言われる。彼/彼 女らは、「文化

大革命以前は屋外で堂々と演奏することができたから、屋内で演奏する必要は

なかった。文化大革命により広東音楽の演奏が禁 じられてから、はじめて屋内

でこっそりと演奏する 『私秋局』が誕生 したのだ」というのである。つまり、

α楽団において 「私侠局」は、あくまで屋内で余暇として楽しむものであって、

街頭でおこなわれる政治キャンペーンは彼/彼 女 らの 〈場〉の原理か ら外れる、

〈ニセモノ〉であるとしか理解されないのである。

　だが、 γ楽団による 「私侠局」は、 α楽団のような二面性をもちあわせてい

ない。 というのも、外地人によって結成されたγ楽団には、2000年 の楽団結成

以前には固有の 〈場〉をもっていなかったからである。それゆえ、 γ楽団では、

嘉湾区政府が付与 したコミュニケーション様式に依拠 して2000年 以降、〈場〉

を形成するようになっている。つまり、 γ楽団は、嘉湾区が広東音楽の中心で

あるとする言説に引き寄せ られて、この地にて楽団を結成 しただけではない。

区政府の提示する 「私秋局」をめぐる言説もそのまま受け入れている。つまり、

区政府は近年、「私伏局」を推進 し宣伝 しているが、 自分で資金を出して結成

される楽団を 「私侠局」と名づけているだけで、屋外で演奏されるか屋内で演

奏されるかについてはそれほど強調 していない。それゆえ、政治キャンペーン

の際に 「私秋局」は、屋外で演 じられることもある。 γ楽団で強調される 「私

侠局」の姿もまた、自分たちで資金を出すことにあり、屋外での政治キャンペー

ンの参加には何の疑問も付されてはいない。その意味で、α楽団における 「私

{火局」の理解、および活動の細部について差異が見 られるようになっている。

換言すれば、 γ楽団はかように 「私侠局」に関する政府の言説を真に受けるこ

とで、結果的に景観再生政策を経済面で支援することになっている。

5.お わ り に

　以上の考察に基づ くと、次のことが言えるであろう。まず、文化的景観再生

の政策に代表される政策的要因は、一方では 「私秋局」の興隆に大きな刺激を
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与えている。それは政治言説 として流布 し、 γ楽団の結成にみるように外地の

広東音楽愛好者を引き寄せている。 しか し、他方で、「私侠局」の興隆は、共

同体内に多数に存在する 〈場〉のコミュニケーション様式とどのように辻褄を

合わせるかという問題が、それとは別の問題として浮上 している。つまり、村

民のように政治言説と相容れないコミュニケーション様式を内在する 〈場〉に

おいては、「私秋局」は興隆 しえない。だが、市民のように政治言説と、ある

程度の整合性を具えうるコミュニケーション様式を内在する 〈場〉においては

「私侠局」 は興隆しうる。後者についてα楽団の事例から判断すると、政治言

説は、広東音楽の演奏それ自体を時代に合わせて維持させるために 「表面的に」

取 り入れられる。だが、他方では 「使い分け」をおこなうことで、自己のや り

方を持続 させている。すなわち、外部環境より刺激を受け、それに外皮を被せ

つつ、内核の意味と価値を維持するという、「調整」の戦術がおこなわれてい

るのである。

　以上の考察から導き出した見解をサウンドスケープ論に再度言及することで、

本稿を閉 じるとしたい。

　冒頭で論 じてきたように、サウンドスケープとは、聴覚によって想起 される

音の景観である。広州市では目下、広東音楽や 「私侠局」は、仲間内で演奏 さ

れる 「特色」ある景観 として宣伝されている。 しか しながら、こうした 「特色」

ある音景観は、むしろ嘉湾区の文化的景観再生政策 という脈略のもと、華僑政

策など各種の政治キャンペーンに 「資本」として用いられてきた。この意味で、

もともと 「内からの」デザインとして編み出されてきたサウンドスケープは、

広州市においては政策的な道具 としてむ しろ転換されている側面を窺い知 るこ

とができる。さらに、広東音楽 と 「私伏局」をめ ぐる諸々の政治言説は、 γ楽

団など外地の楽団を吸収する磁場を形成 してお り、その磁場によってサウンド

スケープは再生産 されている。

　 しかしながら、西関社区における 「私伏局」の事例から明らかであるのは、

政治経済的な影響力のみからサウンドスケープの興隆を把握するのは不十分で

あるということである。 α楽団の例に見るように、現地共同体の楽団は、組織

の維持のために政治的な言説に合わせた演奏をしうる。 しかし、それは 「任務」
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として必要ではあるが 「真正ではない」演奏と考えられている。α楽団にとっ

て、政治言説によって与えられた演奏の 〈場〉は、組織を維持する重要な外的

刺激である。 しかし、これは自分たちのやり方を変更するものではありえない。

というのも、他方で自己の 「昔か ら変らない」と考えられる演奏を文化センター

においておこない、自己の 〈場〉を保っているか らである。すなわち、外的刺

激に応 じて 「調整」をおこないつつ、政治経済的な欲求には完全には操作され

えない世界を維持 している。

　以上からさしあたり下すことができる結論は、サウン ドスケープの創造は、

ヤヌスの顔に似ているということである。すなわち、一方では都市の諸政策は、

「私侠局」などのサウン ドスケープを創造する重要な源泉である。だが、他方

で、それに収敏されない複数の 〈場〉に基づ くサウン ドスケープもまた存在し

ている。だが両者は必ず しも相反 しない。というのも、個は、両者を渡り歩き

ながら自己の世界をつくりあげていくことができるからである。サウンドスケー

プの創出の研究において、両者の相互作用を解読していく作業は必須である。

珠江デルタの他の地域の事例を研究しながらそれを解読していく作業は、筆者

の次なる課題となっている。

注

(1)岩 宮1992、 宮川ほか1999:427.

(2)本 稿 で は、景 観(landscape)を 物理 的環境 と区別 して いる。 すなわ ち、 物理 的環

　　 　境 は客観的 に存在 しているのに対 し、景観 は諸個人 や諸 集団の記憶 に応 じてさま

　　 　ざまに 「切 り取 られ る」主観 的な見方 であ る。

(3)Schafer　 1977.シ ェーフ ァーは、産業革 命に始 まる近代化 の波 に よって 自然 の音

　　 　が淘汰 され、特定 の音 だけが芸術文化 と して コンサー トホール に押 し込 め られ る

　　 　よ うになった歴史 を反 省 して いる。 「自然」 と して の音 を再 び見つ めなおす と と

　　 　もに、それを 「文化」 としての音楽 と結 びつける必 要性 を提唱す るようにな った

　　 　のはそのためで ある。 また、 シェー ファーがサウ ン ドスケー プを提唱す るよ うに

　　 　な った社会的背景 には、 エ コロジー思想 の興隆 があ った ことも忘れ るべ きで はな

　　 　い。 すなわ ち、近代化 によ って失われて い く自然 の音 と景 観を救 い上 げようとす

　　 　るシェー ファーの理念 は、 自然の保護 をモ ッ トー とす るエ コロジー思想 と根底 で

　　 　つなが っていたのである。 サウ ン ドスケー プと環境保護主義の関係性 については、
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　　 鳥越2004:26,206を 参照 のこと。

(4)フ ェル ド2000:39.

(5)Feld　 1996a,フ ェル ド2000.　 Stewart　 and　Strathern　 2003,2005も 、 音景観 と

　　 身体感覚 の問題構 成について言 及 してい る。

(6)Schafer　 1977,邦 訳20頁 。

(7)Harvey　 1990,邦 訳347、380頁 。

(8)李 による と、 「私秋局 」 は、 最初 は広東劇 の愛好者が組織 したので はな く、広東

　　 音楽 とその演奏を主 な内容 としていた。広東劇 は広東音楽 と密接な関係が あるた

　　 めに、後 に付 け加 え られたのだとい う[李 計等2006:258]。

(9)李 計等2006:258,広 州 日報2006年12月6日 、A5面 。

(10)広 州 日報2006年12月6日 、A5面 。

(11)播1996,何2002,羅2005,李 計寿2006ほ か。

(12)溜1996:21,何2002:10,李 計寿2006:261ほ か。

(13)何2002:8-10.

(14)陳 超平2005:14.

(15)「 広東百科全書』(中国大百科全書出版社、2008年)上 巻、155頁 。

(16)た だ し、本稿 で示 した10区 は2005年 以 降、変化がみ られ る。2005年4月28日 、越

　　 秀区 と東 山区が合 併 して新越秀 区とな り、蕩湾区 と芳村 区が合併 して新蕩湾区 と

　　 な った。 その他、番 禺区が南北 に分かれて番禺区(北 部)と 南沙区(南 部)と な り、

　　 白雲区が東西 に分かれて 白雲 区(西 部)と 羅 商区(東 部)に な った。 しか し、第一

　　 に本稿 は2005年 以前 の状 況につ いて も多 く言及 してい ること、第二 に市 民が前行

　　 政区画を意識す る傾 向が まだ強 いこ とか ら、 混乱を避 けるために2005年 以前の行

　　 政 区画を便宜 的に用いてい る。

(17)陳 超平2005:13-14.

(18)何2002,盧2005,李 計寿2006:261.

(19)沙 湾鎮で は、鎮政府 が広東音楽を推進 してお り、三稔庁 という広東音楽 の堂を保

　　 存 するな どの政策 をお こな って きた。 当地 では、 社区居民委員会 にて勤務 す る女

　　 性 を筆頭 に して 「私伏局」 が結成 され てお り、2007年 現在、週末 になる と三 稔庁

　　 にて広東音楽の演奏 がな されてい る。 その他、 沙湾鎮の小学校 では、広 東音 楽の

　　 授業 が編 入 され るよ うにな ってい る。沙湾鎮 の社 会文化的な概況 については、吉

　　 田2006を 参照 のこと。

(20)そ の他、嘉湾区 の小学校 にお いて も広東音楽 のカ リキ ュラムが導入 されてい る。

　　 蕩湾 区政府 の公式 ホームペー ジに よると、錦龍社 区 に位置す る三元坊小 学校 は特

　　 に広 東音楽 の教育 に熱心 で、「広 東省民 間音 楽教育見本 学校」 の称 号が授与 され

　　 て いる。紹介 に よると、 同小 学校で は、毎 日午後4時 か ら5時 まで広東音楽 の訓
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　　 練を してお り、80%以 上 の児童 が2種 類 の楽器 を演奏で きる。

(21)沈2002:14.

(22)梁2004.

(23)周 軍2004:57.

(24)た とえば、西関地 区を舞台 とした連続 ドラマ 『西関大少』 の出だ しは、 西関小姐

　　 が広東音楽を歌 う場面か ら始 ま ってい る。西関の巷や住居 において西 関音楽 が流

　　 され るとす る景観 モデル は、新 聞やテ レビを始めす るメディアを通 して、視 覚的

　　 に広州市民 に宣伝 されている。

(25)広 州市蕩 湾区地方志編纂委 員会辮公室(編)2004:10。2006年10月16日 の 『中国

　　 共産党新 聞』 による と、 西関社 区の高齢者 人 口は1,000名 以上お り、社区人 口総数

　　 の5分 の1を 上回 って いる。

(26)文 史組1996:15.

(27)河 星楽社 については、 彰2001を 参照 の こと。河星楽社 の ように政 府が直 に結成

　　 した 「私侠局」 は、嘉湾区では少数 派である。 しか し、蕩湾区の85%の 「私秋局」

　　 は、各種政治 キャンペー ンに参与す るな ど、何か しらの形で政府 とか関わ りを もっ

　　 ている[李 小玲2002:15]。 本稿 で紹 介 してい るα楽 団と γ楽 団 もまた、 そのよ

　　 うな 「私侠局」で ある。

(28)2007年5月25日 に実施 したイ ンタビュー に基づ く。

(29)客 家人 は、中国華南地方 を中心 に居住す る漢民族のサ ブ ・エスニ ック集 団である。

　　 広東省 では梅州市 を中心 に居住 して お り、潮州市 を中心 に居住す る潮汕人、 およ

　　 び広州市 を中心 に居住す る広府人(本 稿では 「本地人」 と表現している)と 並ん で広

　　 東三大エ スニ ック集団の1つ に数え られ る。

(30)他 方 で α楽 団は、1990年 代前葉 まで、10名 余 りの成員で活動をお こな っていた。

　　 当時 はそのほ とん どが蕩 湾区の 出身者 であ ったが、21世 紀に突入す る頃 になる と

　　 成員構成 に変化 がみ られてい る。成立 当初 の旧メ ンバーは病死な どの理 由で離脱

　　 し、今は天河区や海珠 区な ど他 の区の成員 も少なか らず抱え るよ うになっている。

　　 た だ し、年齢 はほ とん どが50歳 以上で、若者 を引きつけ る対策 は特 に行 って いな

　　 い。

(31)た とえ ば、広東涼茶(漢 方薬の入ったお茶)の チェー ン店 である黄振龍 は近年、「私

　　 {火局」 とい う名前 で コンテス トを おこなっている。 しか し、 この コンテ ス トに参

　　 加す る楽 団は、必 ず しも自分で資金 を出 して仲 間を集 め楽器や衣装 を購入 してい

　　 ないため、C氏 は 「それは私 侠局ではない」 と怒 りを露 に して批判 している。

(32)一 人頭のGNP数 値をみて も、蕩湾区 は東 山区よ り生産高が劣 っている。 また、 同

　　 じ珠江 デル タでみて も、 広州市 に次 ぐGNP数 値を誇 る深別市 には、30楽 団 しか

　　 「私侠局」 が形成 されてい ない。 他方で、 江門市 は、珠 江デル タの9都 市のなか

　 :1
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　 　 でGNP数 値 こそ第6位 であるが、 「私侠局」 は200楽 団 も結 成 されてお り、広州市

　 　 (280楽団)、佛 山市(210楽 団)に 次いで3位 とな って いる。

(33)Althabe　 1998.

(34)文 塔 は、人間の命運 を司 ると考え られているため、 しば しば学術やメディァによっ

　 　 て風水の観点 か ら説 明 され ることが ある。筆者 も当初 は、文塔 の風水 にまつわ る

　 　 話の一一環 と してこの語 りを聞いて いた。 しか し、 大多数の村民 は、文塔 の果たす

　 　 役割を風水で あるとは、2007年 の段階で は説 明 していない。 同様 に、廟 の高低 や

　 　 門 の幅 にまつわ る しきた りにつ いて も、「礼儀 」や 「命運」 な どの言 葉で代替 さ

　 　 れ ることが多か った。

(35)村 民 は土地 の権益 か ら得 られ る収入 によ り、 む しろ市民 よりも経済的 に潤 ってい

　 　 る。詳 し くは、河合2008:125-126を 参照 のこと。
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